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1 Hewitt-Savage(不完全)

確率変数の「交換可能性」と積測度 (の混合)による表現可能性を結びつける数学的記述．

1.1 諸概念
X をある集合 X の部分集合の algebra とする．X̃ を X の可算コピーの集合とする

({ai}∞i=1, ai ∈ X のような列を要素とする．)．X̃ を「cylinder set」全体を含む最小の σ-algebra

とする．詳細は [1] を見よ．P を (X,X ) 上の確率測度全体の集合とする．P̃ を「P の要素のコ
ピーの無限積」全体の集合とする．

Definition 1.1. (X̃, X̃ )上の確率測度 ν が symmetricとは以下が成り立つことを言う．∀A ∈
X̃ , ∀T : N → N with bijection, 有限個の自然数以外動かさない．s.t.

ν(TA) = ν(A).

この symmetricという性質は確率変数の「交換可能性」に対応する．
S̃ を symmetricな (X̃, X̃ )上の確率測度全体の集合とする．定義から，P̃ ⊂ S̃ がわかる．

P∗ = σ ({N(E; , λ) = {π ∈ P | π(E) ≤ λ} | λ ∈ R, E ∈ X})

と定める*1．

*1 σ(·)は ·を含む最小の σ-algebraを表す．
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Definition 1.2. ν ∈ S̃ が presentable とは以下が成り立つことを言う．∃µ with (P,P∗)上の
確率測度かつ可算加法的．s.t. ∀A ∈ X

ν(A) =

∫
P
π̃(A)dµ(π).

Hewittと Savageは P̃や S̃ の性質を調べて，S̃ の元が presentableになるための X と X に
関する十分条件を導いている [1, 7章など]．
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